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ホ モ ・ ドゥプ レク スの 「統 一 性」

ヴ ェル レー ヌ 「平 行 して 』 を あ ぐ つて

岡 由 美 子

1883年4月,リ ュシアン・レチノワが23才 の若 さで急逝する。青年 は,奪

われた実子ジョルジュの代わ りにヴェルレーヌが 「父性愛」をそそぐ対象であ

ると同時に,揺 らぎ始 めた信仰の支えにほかな らなかつたのだが1),こ の 「息

子」の喪失を機に詩人の生は荒廃の度をふかめてい く2)。常軌を逸する飲酒癖

が復活 し,1885年 には泥酔の果てに母親を殺そうとしてヴージエの監獄にひ

と月収監 されるほどになつた。また歯止あない浪費が貧困生活に拍車をかけ

る。さらには不特定多数の若者たちとの性的乱行,娼 婦たちとの交際。つねに

愛情ぶかい庇護者だつた母親が1886年 にこの世を去 つたことや,前 妻 マチル

ドの再婚によつて復縁の望みが完全に潰えたことも,ヴ ェル レーヌの 「転落」

を加速させる要因となった。

『平行 して』(1889年 初版)に 収め られた詩編のほぼすべてが,こ のように

1883年 を境 に始まる頽廃を如実に反映 している。たとえばサッフォー風の ソ

ネ集 「女友達」「娼婦たち」など女性にかんするエロチックな詩編群と同時に,

ランボー死去の誤報(1887年)に 接 して書かれた 「喜びと放浪」をはじめ,

男性同性愛を称賛する数編が見 られる。また放蕩のうちに得 られたマージナル

な自己認識一 「恥知らずな男」や 「くぼ地の道をゆく哀れな男」など を

呈示する少なからぬ詩編 は,ベ ルギーでの下獄時に執筆されていた詩編群 「失

礼ながら」 と陰気に呼応 しているし,再 婚 したマチル ドへの愛と憎悪が混在す

る作品がサデ ィズムの匂 いを漂わせていることも看過で きない。 くわうるに

『ポエム ・サチュルニアン』『雅な宴』など1880年 以前に執筆された詩集をパ

ロディ化する,あ るいは否認す る詩編は,あ たかも自身の生にひとつの区切 り

をつける試みのようにさえ見えるのだ。

ところで,ヴ ェルレーヌは 『平行 して』について語 るさい,つ ねに詩集のは
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らむ 「官能」性に言及せずにはおれない。その事実 じたいが,詩 集の中心テー

マの在処をあかすとともに,こ の主題にたいする彼の敏感な意識を示唆 してい

よう。本稿では,ま ず ヴェル レーヌの言説を分析す ることによつて 『平行 し

て』に込められた文学的戦略と,背 後にひそむ内面の葛藤をあきらかにし,つ

づいてその葛藤を生みだ している詩集の 「官能」性について考察する3)。

1

1883年 以降 ヴェル レーヌは自作品にかん して説明的言辞を惜 しまな くなる

が,な かでも 『平行して』にかん しては並外れて多弁である。 したがつて,ま

ずは彼の言葉を再読することで詩集の位置づけを確認 しよう。

『平行 して』初版の序文には 「『叡知』『愛』そ してまたこれ らの続編であり

完結編である 『幸福』に 《平行 して》」4)という一文が見 られ る(な お,言 及

されている3作 品は,そ れぞれキリス ト教の三対神徳 「信徳」「愛徳」「希望」

を例示する意図か ら着想 された 「キ リス ト教詩集」である)。 ここで 「平行」

という表現 に注 目しよう。当時の書簡 を繕 くと,た しかに 『愛』または 『幸

福』にあてた詩編と 『平行 して』にあてたそれが同時進行で執筆されていたこ

とがわかる。とはいえ 「平行」は,単 に執筆の同時性だけを指 しているのでは

ない。 じつは初版の序文には,そ れが添え られた理由として,『平行 して』の

もつ 「独特の調子が惹起 しかねない抗議に 〔あらかじめ〕応えるため」 と付言

されているのである。

この点についていま少 し鮮明なイメージをつかむために,『呪われた詩人た

ち』の第2集 として1886年 に雑誌掲載 された 「ポーヴル ・レリアン」論の一

節を読もう(こ こでヴェルレーヌは3人 称のかたちで自らを論 じている)

彼の作品は1880年 以降,明 確な2つ の部分に区分されるが,将 来の書物の出版趣意

書にはつぎのような点が示されるだろう。すなわち,彼 にはこのシステムを継続 し,

絶対的に異質な観念にもとつく著作,一 もつと正確にいえば,カ トリシズムがその

論理,魔 力,魅 惑,激 しい恐怖を繰 り広げるような書物と,純 粋に世俗的な,つ まり

悲痛なまでの上機嫌さを持ちっつ官能的であり,生 にたいする誇りに満ちた書物を,

同時にとまではいかなくとも(そ れにこの点は便宜の偶然性によるのであり,議 論か

らははずれている)平 行 して出版するという既成方針があるのだと。5)
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フェリシアン ・ロップス宛書簡にも明示 されているが,こ こで 「カ トリック

的」書物 として 「叡知』『愛』『幸福」が,「世俗的 ・官能的」なもの として

『平行 して」が念頭におかれている点に疑念の余地はない。また別の書簡では

後者にかん して 「無邪気な官能が表現 されており,『叡知』 と 『愛』における

非常に誠実なカトリックの神秘主義と対照をなす」と記されていることもつけ

加えておこう6)。これ らの点から 「平行 して」という表現 はつぎのようなこと

を含意 しているといえよう。すなわち,創 作 において2つ の対極的な観念,

「神秘主義」と 「官能」との並存であり,ま たそれ らを同時に 少 なくとも

そういう印象をあたえるようなかたちで 出版 しようとする意志の表明であ

る。 しか しなが ら主題の対照性を強調するいつぽ うで,ヴ ェル レーヌが 『叡

知』『愛』『幸福』 と 『平行 して』を全体でひとつの作品とみなす見解を くりか

えし述べていることも忘れてはなるまい。 とりわけ 『平行 して』第2版 の 「は

しがき」は同書を 「禁書収納室」 と位置づけることによつて,3冊 のキ リス ト

教詩集 と 『平行 して』 との主題的一貫性を主張 し,後 者の孤立化を予防してい

るのである7)。

かくして,対 照性と整合性をともに強調 しつつ2種 類の基本観念を並置して

みせる,ま たそれらにもとつ く2つ の作品群を交互に公表する 「システム」を

標榜する こういつた言説がめざすのは異質性を相殺すること,『平行 して』

に即 して具体的にいうな らば,「官能」という 「独特の調子」を漸減すること

にほかなるまい。

「二重の男 homo duplex によ るシステム」8)と い う表 現を侯つ まで もな く,

「平行」の観念がヴェルレーヌの内面の分裂 にかかわっていることはあきらか

である。 しか しなが らその分裂とは,詩 人の主張にもかかわ らず,「神秘主義」

と 「官能」とをめ ぐる軋礫であるとは考えにくい。キ リス ト教的 「神秘主義」

との 「平行性」を飽 くことな く強調せずには詩集の 「官能」性に言及 しえない

というその事実 じたいが,読 者の予想 される反論 にたいする単なる予防策とい

うよりは,ヴ ェルレーヌの内なる激 しい葛藤を示唆 しているといえよう。 じじ

つ,1888年 のロップス宛書簡では 「あなたは私がそこ 〔『平行 して』〕に盛 り

込みたいと思 つたもの,つ まりときとして自らの悪徳にまつたく率直で正直で

ある私 とい う人間を見いだす ことで しょう」9)と,「悪徳」をとらえる自己の

「誠実さ」が主張されるいつぼう,前 年のシャルル ・モリス宛書簡に 「『平行 し
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て」は私が説明しうるあらゆる 〈悪 しき〉感情の排水溝であり,ご み捨て場で

す」10)と告白されていたように,詩 集が表現する 「官能」にたいす るヴェル

レーヌの姿勢はじつはきわめて曖昧なものなのである。

この点にかんしては,先 にふれた 「ポーヴル ・レリアン」論においても同様

であろう。異質な傾向の詩集をものす詩人にあつて思想の統一性 は存在するの

かという問いに,彼 はつぎのように肯定する

しか しそれ 〔統一性〕は存在する。人間として,わ れわれの眼にはおなじことだがキ

リスト教徒として,そ れは存在するのだ。私は信 じる,そ して行為によつても思考に

よっても罪を犯す。私は信 じる,そ して思考によってよりよきを求あて悔い改める。

私は信 じる,私 はそのとき善 きキリス ト教徒である。私は信 じる,私 はつぎの瞬間に

は悪 しきキリス ト教徒である。罪にたいする記憶,期 待,祈 願は私を歓喜 させる。そ

れは悔恨を伴 って,あ るいは伴わずして,と きとして形をさえもち,も っとしばしば

「罪」のすべての結果を備えて現れる。肉と血 はそれほど強烈で,自 然で動物的であ

り,す ぐれた最初の自由思想家の記憶,期 待,祈 願も同様に激しいのである。11)

これはおそらく,信 仰と背信そして改俊にかんする偽 らざる告白であろう。 し

か しヴエルレーヌが自らのカ トリック詩は世俗詩を包含すると強調 していたよ

うに,こ こで 「信仰」 は 「背徳」のアンチテーゼとして,「官能」を 「罪」 と

いう言葉に置 き換えるために機能 しているにすぎず,葛 藤をつき動かす主動力

とはなりえていないのだ。その点 は,『平行 して』と同時進行のかたちで執筆

されていた 『愛』や 『幸福』の詩編において,信 仰が回心当初の新鮮さや素朴

さを失い,極 度に教義的な様相を呈 していることか らもうかがえよう。む しろ

真の葛藤は 「魂を責あたてる肉の悪夢」12)によつて惹起 されてお り,い わば

「官能」の受容そのものにかかわつていると考えられる。

つまり,こ こで 「神秘的人間にして官能的人間」13)であるという自己の 「統

一性」を主張する声は,「官能」を肯定することで葛藤の収束を夢みる 「願望

の声」にほかなるまい。 じじつ,こ のような希求 は 『幸福』所収の詩編 「『平

行 して』にかんして」にいつそう直戴に表現されている

〔…〕神よ,わ たしの願いをご覧 ください,

わたしの弱さの叫びをお聞きください,

わた しが欲するものを欲するために
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あ らゆ る素 直 さを お授 け くだ さい 。14)

依然 として信 仰 を絡 めた文 脈 にお いて語 られて いるとはいえ,「 欲 す るもの を

欲す る」 ための 「素 直 さsimplesse」15)を 求 め るヴェル レーヌの懇願 は,前 述

の 「統一性」がや は り理想 にす ぎぬ ことを あかす とと もに,詩 集を公刊 しは し

た ものの,そ の 「官能」性を全面的 には肯定 しえぬ内面の軋礫を はつき りと表

してい るといえ よう。

2

ヴェルレーヌはキ リス ト教詩集の 「神秘主義」 と 『平行 して』の 「官能」性

とを対応関係においていた。 しかしながら 「平行性」は,彼 が言 うように詩集

の外だけにあるのではなく,む しろその内部にこそ本質的な ものとして存す

る。すなわち,冒 頭の詩編 「アレゴリー」が好色なフォーヌと水の精ナイアス

の艶事によつて両性具有の詩人の運命をすでに象徴するように,詩 集が内包す

るのは,「男性」性/「 女性」性 という,ヴ ェル レーヌ自身が体現する 「平行

性」にほかなるまい16)。

まず 「男性」性の方は詩編群 「娼婦たち」にもつとも直戴に表現されている

といえよう。この詩編群では,娼 婦たちの肉体がときに生々しい体臭や 「味わ

い」の表現をまじえながら細部にいたるまで描写されるが,注 目すべきは詩人

の称賛が,終 わりなき肉欲再生の場としての女体,「官能の祝祭を誇 る体」 に

むけられている点であろう

〔…〕いたるところで,果 てもせず,自 らの官能に

約束された祝祭を誇るおまえ 〔…〕

なぜならおまえは知つている

私の肉体が度を超 して

おまえの肉体を熱愛 していることを,そ してこの崇拝ゆえに,

死 は終わるたびに 何 という死!

新 たに生まれ 何 という騒々しさのなか!

再 び,も つと強烈に死んでいくことを 〔…〕[G(EP,449]

これにたいし,「女性」性の産物ともいうべき一連の詩編 は興味ぶかい対照
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を見せる。たとえば詩編 「この情熱」では,男 性同性愛が祭儀によつて神聖化

されたものと見なされ 「自然の解放をめざす闘いの証人」として彼 らの英雄

的行為が称賛されている。さらに注目すべきは,男 たちの 「情熱」が完全な充

足をうるのは,な によりも 「魂と血」つまり精神と肉体との強固な結合による

とされている点だ

〔…〕 この情熱は魂と血の壮麗さで飾られている

それに比すれば普通の愛は

悦楽,あ るいはエロチックな要求で しかない 〔…〕[G(EP,478]

彼 ら男性 同士 の愛 が体現 す る 「完全 さ」 に比 すれば,異 性愛 な ど 「エ ロチ ック

な欲求」 にす ぎない と断定 されてい るのであ る。 また,魂 と肉体 が一体 とな つ

た 「満 た された情 熱」 は,ラ ンボーとの出奔を うた つた 「喜び と放 浪」に も同

様 に表現 されて いることを指摘 してお こう。

ラ ンボーの名 が 出たので さ らに付言 すれば,『 平行 して』 に収録 された一 連

の 同性愛 詩編 に は,「 喜 び と放 浪」 はい うまで もな く,い ずれ に もかつ ての

「地獄 の夫」 の影 がつ きま とつて いる17)。1887年 に 伝え られ た ランボー死去の

誤報 によ って,年 少詩人 の思 い出が ヴェル レーヌの うちに一気 に横溢 した とし

て も不思議 はない。 しか しそれ以上 に興味 をひ くのは,ジ ャック ・ボ レルが指

摘す るよ うに,彼 に とって同性愛 が ランボーの傍 らで生 きられた詩 的体験 と不

可分 の ものにな つて いた点で あろ う18)。じ じつ,詩 人 たる意識 を問い直そ うと

す るヴェル レー ヌの試 み は 『平行 して』 に はっきりと形跡 を とどめてい る。 た

とえば否認 やパ ロディ化 による初期 の作品世界 の書 き換 えがみ られる19)。そ の

ひ とつ 「ポエム ・サチ ュル ニアン」 にお いて,ヴ ージエの監獄を出所後,泥 酔

して うろつ くヴ エル レーヌの 「胆汁」 は 「燃 えあが」 り,「 欲情 は混乱 して」

お り,い っぽ う 「レズ ビア ンのような眼 を した3人 の悪 ガキども」が彼 の 「し

か め面 を じろ じろといつまで も見 てい る」[G(EP,468]20)。 詩 人 は処女詩 集 の

巻頭詩 に,「 土星 び と」 の意志 や理性 を無効化す る破壊 的な力 を,肉 体 の内部

で起 こる生理現象 「胆汁」 の作用 と して比喩的 に表現 していたが,詩

編 「ポエム ・サチュルニア ン」 はまさに 「土星 び と」 の 「呪 い」 の由来 が,飲

酒癖 と ともにその同性愛 にあ つた ことをあか して いるといえ よ う21)。ま たなに
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よ り も 「土星 びと」が暗 に 「呪 われた詩人」 の同義語 であ つた点 を忘 れて はな

るま い22)。 くわえ て 『平 行 して」 に収録 された少 なか らぬ詩 編 にお いて,情

欲 で眼を輝 かせ る 「へ とへ とに疲 れた俳徊者」[G(EP,470],「 くぼ地 の道 を

ゆ く哀 れ な男」[G(EP,472],大 道 の 「轍 の跡 を 斜 あ に な つて歩 く 〔者〕」

[G(EP,474]な ど と自 らを描 くこ とに よ つて マー ジナル な 自己認識 が くりか

え し示 されて いる事実 を想起 しよ う。

男色 家,酔 漢,社 会 的落伍者 「呪 われ た者」 と して の 自覚 が,ヴ ェル

レー ヌの なかで は詩 人 た る意 識 と二 重写 しにと らえ られて いた こと は,詩 編

「カプ リーチ ョス」 に はつき りと読 み とる ことがで きる。彼 が真 の詩人 と見 な

すの は,狂 人 ネルヴ ァルの ごと く 「ヴ ィエイユ ・ランテル ヌ街 で首 を吊 るよ う

な男」 にほか な らないのだか ら

おお,詩 人よ,偽 りの貧者にして偽 りの富者,真 実の人よ 〔…〕

つまりはヴィエイユ ・ランテルヌ街にぶら下がり,

星空の下を歩 くような男 〔…〕

赤貧の人 〔…〕ただひとりの真実の人 〔…〕

おまえのように気が違 うほど

妻 も家 もない者たちの心を暖あるために月を愛 し,

不運な心を静かに揺するために,あ あ,死 を愛することのない人々には

お気の毒さま 〔…〕

さあ,詩 人よ,唯 ひとりの真実の人よ,

死 して救われよ 〔…〕[GCEP,483]

「月 」 と 「死」 を愛 し,狂 気 をえて不遇 の うち に死 にゆ く。 しか し救済 は死 そ

の もの によつて もた らされ る。 こ ういつた詩人像か ら,わ れわれ はと くに初期

の習作 「タ ッソー」を想起せず にはおれな い。 とい うの もそこで ヴェル レーヌ

は 「冒険 に破 れた狂人」,社 会 的異端者 と しての詩人 の苦 難 と栄光 とい う二律

背反を表現 して いたのだか ら。複数の初期詩編で,さ らには 『ポエム ・サ チュ

ル ニア ン』 の巻 頭詩 で問題 に されて いた詩 人 の 「不運guignon」 『平 行

して」を書 くことで ヴェル レーヌはこの問題 に再 び立 ち戻 ろうと して いるので

あ る。 リュシア ン ・レチ ノワの死後,荒 廃を極めて いた彼の生を思えば,ア ン

チ テーゼの果て に救済を見 いだす試みが再度な されていた と して も不思議 はあ

るまい。
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ところで処女詩集の巻頭詩では,詩 人の 「至高の力」23)でもある想像力が,

彼の生を破滅に導 く邪悪な力,「 落ちつきな くひよわい想像力」として否定的

に描かれていた。詩人特有の精神活動がはらむ2つ の相反する力を受け入れ体

現することこそ,彼 が 「カプ リーチョス」で求めている救済の大前提であるは

ずだ。 しか しなが ら 『平行 して」には 「呪われた者」 となる恐怖を完全に克服

することができないヴェルレーヌの姿 も同時に浮かび上がる。 この点を検討す

るために,ま ずは詩編 「色欲」を読むことからはじめたい。

このソネは,最 初は 「祈 り」の題で1873年 のエ ドモン・ルペルティエ宛書

簡に挿入され,84年 に改稿をへて現行 タイ トルのもと 「リュテース』誌 に初

出,そ の後 『遠い昔 と近 い昔』に収録されたものだ24)。ソネの4行 詩 に歌われ

ているのは,そ れぞれ 「肉Chair」 と 「愛Amour」 である。前者が 「強者 た

ちの楽 しい食事」の喩えどおり,肉 体的快楽を意味するのにたいし,後 者は神

秘的な喜び 「サバ トが選ぶ呪われ し者たちのパ ン」 をもたらす。 ラン

ボー体験から直接に着想 されたと見な しうる1873年 版か ら,相 反する2要 素

を統合する 「秘密」をかいま見ることができよう

肉 よ!愛 よ!「 不 在 」 へ とむ か うあ らゆ る欲 望 よ

す べ て の倒 錯 とすべ て の純 潔 よ 〔…〕

私 は お ま え た ち に懇 願 し,挑 戦 す る,

嘆 き,嘲 る,〔 …〕 お ま え た ち の恐 るべ き謎 を 知 る こ とを,愛 よ,肉 よ。25)

せ あ ぎ合 う 「肉」 と 「愛」,「倒 錯」 と 「純 潔」 は,「 不 在rAbsence」 に お い

て ひとつ に統一 され うる。 しか しそれは同時 に 「恐 るべ き謎 を知 る こと」 にほ

か な らな い。詩編 「この情 熱」 や 「喜 び と放 浪」 にお いて,男 性 同士 の 「情

熱」 が,ま さ しく肉体 と精神 の結合 ゆえに完全 に満 たされた もの として描 かれ

ていた ことを思 いだ そ う。 つま り同性愛 にお いて 「肉」 と 「愛」,す なわち肉

体 的快楽 と神秘 的な喜 びは共存 し,と もに充足 され うるのであ る。 また ヴェル

レー ヌに とつて,ラ ンボーに導 か れた詩的体 験が 同性 愛 と分別 しが たい もの

だ った点 を忘 れて はなるまい。「倒錯」 と 「純潔」 が統 一 され る同性愛 のなか

に,ヴ ェル レー ヌは 「謎」 を解 明す る詩 人の 「奥義」 をかいま見ていたのだろ

う。 だがその 「謎」 は 「恐 るべ き」 もの と見な され,ボ レル も指摘 す るよ うに
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「有罪」を宣告されずには解明されえないのだ26)。ここでは 「謎」そのものに

ついては問わないが,少 なくとも 「呪われた者」 となるのを恐れる理由のひと

つに,自 身の同性愛を完全に受容することへの躊躇があったのはまず間違いあ

るまい。 さらに付言すれば,「不在」という表現には,同 性愛が象徴する 「不

毛」への,ひ いては 「死」への暗示が読みとれよう。「死」への本能的な恐怖

もまた詩人の内に存在 していたに相違ない。

『平行 して』に もどろう。ヴェル レーヌの同性愛観を確認 した今 や,ソ ネ

「釈明」においてこの種の愛が 「至福」 「友の心臓のうえで血を流す 〈幸

福〉/彼 の胸のうえでさめざあと涙を流す欲求」 として描かれていたとし

ても不思議はあるまい。 これにたいし対句的に後続する4行 詩では,詩 編群

「娼婦 たち」 と同様 に,肉 欲 の充足を異性愛の第一義 とみなす見解が示 され

る。すなわち女たちとの関係は,あ くまで も肉欲に追従 して 「狸褻な機械」と

化す ことであり,結 果 として生理的な 「飽満感」がもたらされ るにすぎない

のだ

数多くの美 しい敵をもつ不幸,

狸褻な機械であることにたいする飽満感 〔…〕 [G(EP,464]

ところで,同 性愛の 「幸福」 と異性愛の 「不幸」 という相反するモチーフにた

いし,つ づ く2つ の3行 詩がそれぞれ 「死」 と 「生」のイメージをあたえるこ

とで呼応 している。同性愛が殉国 ・殉教 と等 しく 「死」 と結びついた自己消滅

的な愛 と描かれるいつぼうで,女 たちの乳房や性器はまさしく 「生」の象徴 と

とらえられているのである

祖国のたあに,神 のたあに,他 者のたあに死ぬ

裏切 らない腕に,嘘 をつかない口に,清 らかに口づけなが ら 〔…〕

恋人たちの明るい乳房のために,輝 く目のために

「その他」のもののたあに生きる!か くも 「不名誉な死」にむかつて![ibid.]

ここで同性愛 はた しかに 「幸福」とみなされており,称 賛は愛ゆえの 「死」に

むけられている。 しか しなが ら 「不名誉な死」をくりかえす生の営みへの執着

に,「呪われた者」 となる恐怖が絡んでいるのはあきらかであろ う.詩 編群
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「娼婦たち」のつぎの一節を読 もう

ああ,お まえの体が

陰欝な私の魂のうえに乗 り

それを窒息させてくれたら!〔…〕

若々しい交わりで

私の 「誇 り」をつんのめらせておくれ。

おまえの浮かれた尻の下で![G(EP,447]

同詩編群において詩人の称賛が,終 わりなき肉欲再生の場たる娼婦たちの肉体

にむけられていたのを思 いだそう。それはまさしく彼女たちの 「破廉恥な」肉

体 や 「浮かれたjoyeux」 性器によつて彼の 「魂」を押 し殺 し,「呪い」を一

掃 してもらうためにほかなるまい。つ まり,真 の詩人にのみ もた らされうる

「救済」を希求 しながらも,や はりヴェル レーヌは 「呪われた者」 となる恐怖

を完全には払拭することができないのである.肉 欲の楽天主義に生のエネル

ギーをもとめる逃避の試みがそのことをはつきりとものがたっていよう。

*

本稿においてわれわれは,『平行 して』をめぐる2つ の 「平行性」を確認 し

た。 まずはヴェル レーヌの証言 によりながら,同 詩集の 「官能」性とキリス ト

教詩集の 「神秘主義」 との通時的次元での並存関係を。つづいて 『平行 して』

の読解をつ うじて,詩 人自身が体現する 「男性」性/「 女性」性 というさらに

本質的 ・内在的なそれを。 しか し今2者 をふりかえつて見ると,こ れらがいず

れも 「統一性」をめぐる希求 と葛藤から生 じていたことはあきらかだ。神秘主

義 と官能,男 と女,愛 と肉  homo duplex と自称 しなが ら,内 面の二重性

に ヴェル レー ヌはたえず動揺 し,お びえていたので はないか。

ところで詩編 「この情 熱」 は,1889年2月 『ク ラヴ ァッシュ』誌 に掲載 さ

れた さい,詩 集 の タイ トルを先 どりし 「平行 して」 と題 されていた。 さらに,

初 版 の序文 が覚書 として雑誌初 出の さい同時に掲載 されたの は詩編 「喜 び と放

浪」 であ った。 これ らの事実 はものがた つて はいないだろ うか。詩集 が提示 す

る主 題系 のなかで,ヴ ェル レー ヌの意識 を もつとも刺激 し,「 官能」性 の肯定
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をめぐる葛藤をひきおこしていたのは,や はり同性愛受容の問題だつたのだ,

と。同時にそれが詩人 としての救済を求ある曖昧な姿勢に関連 していた点につ

いては本稿に指摘 したとおりである。
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